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      ＶＡ／ＶＥ文献リストの分布状況・分析結果［第７報］ 

［自営］ＭＩＨＹ技術コンサルタント 増田 勝一ＣＶＳ－Life 

今回提供した「ＶＡ／ＶＥ参考文献リスト［改訂増補版：第７報］」について、その分布状況・分析結

果は、下表のとおりであった。 

整理区分 

ファイル区分 

１９９０年 

以前 

１９９１－ 

２０１０年 

２０１１年 

以降 

全 期 間 

合 計 

Ａ．ＶＡ／ＶＥ  ５６［０］ ５２［０］  ３９［１６］↓ １４７［１６］ 

Ｂ．創造技法など  ３５［１］ １０９［１６］↑  ２１６［１３７］↑  ３６０［１５４］ 

Ｃ．設計工学など  ４３［０］ １２９［２］↑ １２７［２３］ ２９９［２５］ 

Ｄ．設計管理など ５０［０］ １４４［９］↑ １７７［５０］ ３７１［５９］ 

Ｅ．ソフトウェア １３［０］ ８３［１２］↑ １２７［６７］ ２２３［７９］ 

Ｆ．人間中心設計   ８［０］ １２７［７］↑  ２６０［１２７］↑  ３９５［１３４］ 

Ｇ．商品企画など  ３８［１］ １４４［１４］↑  ２５３［１４１］↑  ４３５［１５６］ 

Ａ－Ｇ：小計 

（その比率） 

２４３［２］ 

（１１％） 

７８８［６０］ 

（３５％） 

１１９９［５６１］ 

（５４％） 

２２３０［６２３］ 

（１００％） 

Ｈ．コストダウン  ７５［０］ １２３［１４］↑ ３６［１５］↓  ２３４［２９］ 

Ｉ．カイゼンなど  ４５［０］ １８３［１０］↑  １９７［５６］  ４２５［６６］ 

Ｊ．問題解決など １０［０］ １５７［４７］↑ ３１１［１９０］↑ ４７８［２３７］ 

Ｋ．ライフサイクル  ２９［０］ １７１［２］↑ ２９４［８１］↑ ４９４［８３］ 

Ｌ．業務改善など   ５［０］ ９５［４］↑ ３５２［１９５］↑  ４５２［１９９］ 

Ｍ．経営工学など １１１［３］ １９５［１６］↑ １８５［４４］  ４９１［６３］ 

Ｎ．経営改革など  ６［２］  ７５［９］↑ ３２６［２３１］↑  ４０７［２４２］ 

Ｈ－Ｎ：小計 

（その比率） 

２８１［５］ 

（９％） 

９９９［１０２］ 

（３４％） 

１７０１［８１２］ 

（５７％） 

２９８１［９１９］ 

（１００％） 

Ｏ．原価管理など  ６４［０］ １３９［８］↑ ９８［２８］↓  ３０１［３６］ 

Ｐ．原価企画など  ２１［０］ ６４［３］↑ ４５［９］↓ １３０［１２］ 

Ｑ．管理会計など  ３５［０］ １４２［７］↑ １９３［７３］  ３７０［８０］ 

Ｏ－Ｑ：小計 

（その比率） 

１２０［０］ 

（１５％） 

３４５［１８］ 

（４３％） 

３３６［１１０］ 

（４２％） 

８０１［１２８］ 

（１００％） 

Ｒ．ビジネスモデル  １１［１］ １０９［２３］↑ ３０７［１９６］↑  ４２７［２２０］ 

Ｓ．イノベーション  １１［５］   ９７［２５］↑ ３６２［２４５］↑  ４７０［２７５］ 

Ｒ－Ｓ：小計 

（その比率） 

２２［６］ 

（２％） 

２０６［４８］ 

（２３％） 

６６９［４４１］ 

（７５％） 

８９７［４９５］ 

（１００％） 

総 合 計 

（その比率） 

６６６［１３］ 

（１０％） 

２３３８［２２８］ 

（３４％） 

３９０５［１９２４］ 

（５６％） 

 ★６，９０９ 

［２，１６５］ 

ただし、黒数字は一般書籍（文庫本を含む）の冊数、カッコ付き赤数字は「※電子版あり＋※電子版あ

り（文庫本）」の冊数とした。※電子版の比率：［２，１６５］÷６，９０９×１００＝３１．３％ 



 

そこで、この分布状況・分析結果について、次のとおり私見を述べてみたい。 

１）ＶＡ／ＶＥ・ＩＥ・ＱＣなど管理技術（管理技法）の書籍発行が激減している。 

筆者が以前に提唱した『固魂管才（固有技術『機械・電気・建築』をベースに管理技術を習得しよう）』

は、既に陳腐化して衰退したのかな！※管理技術の伝承は十分に行われているのか疑問を感じる。 

２）技術ノウハウを記載した『○○設計』など固有技術の書籍発行が増加している。 

筆者の現役時代はこの種の書籍発行が少なく苦労したが、近頃は各種の設計技術を記載した書籍が豊

富に発行されていて、新人技術への固有技術の伝承と社内教育研修に大いに役立つ。 

３）『ビジネスモデル』『イノベーション』など新しい分野の書籍発行が急激に増加している。 

筆者が近年提案した『管魂創才（固有技術・管理技術をベースに創造技術を習得しよう）』に、移行し

つつあるかなぁ！※ＶＡ／ＶＥもこれらとの融合を図るべきではないかとも思った。 

４）『働き方改革』『デジタル変革（ＤＸ）』などオフィス業務の書籍発行が急激に増加している。 

筆者の現役時代はソフトＶＡ／ＶＥの対象が『間接経費の削減（コストダウン）』主体で、まずは間接

部門のコスト意識を変えるのに苦労したことを思い出す。その当時「オフィス・オートメーション（Ｏ

Ａ）」の用語が出現したが、コトバだけが先行してオフィス業務の効率化にまでは至らなかった。 

※「ホワイトカラー（技術者）とは、最初に『出来ない理由』を言う人種である。」と言った人がいた。 

ビジネスマン（仕事人）なら、最初に『こうすれば出来る条件（理由）』を言ってほしいものです。 

※「オフィス（事務所）は「会津・磐梯山」、要するに『宝
たから

の山
やま

』ですよ。」と言った人もいた。 

直近は「トランスフォーメーション（ＤＸ）」の用語が流行しているが、これらの潮流によって本当に

オフィス業務の生産性向上（効率化）が図られるかどうかに注目して見ていきたい。 

 

なお、これまでに調査・提供した文献リストの※電子版の比率は、次のとおりであった。 

  第１報  ２０１７年１１月：  ［２２５］÷１，９２１×１００＝１１．７％ 

  第２報  ２０１８年５月：   ［３７５］÷２，４８０×１００＝１５．１％ 

  第３報  ２０１９年１月：   ［５２９］÷２，９６２×１００＝１７．９％ 

  第４報  ２０１９年１２月：  ［８５４］÷３，７８４×１００＝２２．６％ 

  第５報  ２０２０年１０月：［１，２０５］÷４，６６９×１００＝２５．８％ 

  第６報  ２０２１年９月： ［１，７０５］÷５，８８２×１００＝２９．０％ 

  第７報  ２０２２年７月： ［２，１６５］÷６，９０９×１００＝３１．３％ 

 

（注１）ＶＥ越世意「『固魂管才』から『管魂創才』へ」増田勝一執筆 

バリュー・エンジニアリング（日本ＶＥ協会会報）ＮＯ．１５７，１９９３．７ 

（注２）「管理技術と創造技術との融合＝管魂創才」増田勝一執筆論文 

日本創造学会第１４回研究大会（豊橋）論文集、１９９２年１２月発表 

 

 以 上 


